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米灘侮地質発て歩蕊

鶴三　藤1導　．擬　昭

　昭馳．騰凄年§月から箋1カ月閥，来i灘地質濁査糟移こ1溜磨す

る機会が験えられた。この問，所内や，騎外調査♂挙会

の巡検等の麟内旅行において，わが麟ではみ旺れなレ設

鱗，養臨質葵発霧乏を箆掌曝職ることぬ鷲できた雛こ藩先幹．の一一熱1を

約三（x）・枚の裟ラずドによって碧曇介uた暴その内馨等はブ噸翔／

す蚤と次のようなものである．

　1）　遷幾i獲i圭滋質諦1査鐸テで叢蘇近農緯、入した灘チヂ舞調鍵難用の各幸嚢

顛紳1、，（化学分新、瞭い地灘柴li車轍べ1理ウム探虞鉱

醸磁糊L（）鯉葦駕、ξ釜）

　襲）　堆積学実ご験蜜紅おけ1繋堆積構造の爽験的研究、、（水

料響にイ沙）ゴ』入れラガ婿柴桑イ沙の凝芸腰き波の灘1静1・1皮授等の葦変

i数を…変えて，穣・々な型のf為琴　　ヤ達痕を1乍糞，　縫然紅みら

ヌ熱・る謬轄象の耳麹寒i鮮晦講i尋条夢i二をみいた計ずもの“）

　3）　圭鞍穣鍵劉ウ曇．ン鎌1麟《の採獺凝艀》避、嫁奪峯天擁1），1鉱舞ξの彗盤

懸瞬犬浅三等、｝

　藤〉　フ欝毛髭ダ州躍醗惨i≦でみられた謙ド炭びパ；鑑積纐境。，　鐸炎

水から海水への爆境変化に対す添櫨生や堆積物の変化の

　5）　ルぐジアナ州講二灘の塚塩ドーム，岩塩鉱1，llおよび

ぞの内膏謬の糧姿曲耀茎造齢

　6）　載シシシゼー溝海iiの織’鴛地質（？）、、（地表下約

御撒の所にある大陸槻雌樹鍔のプラ障欺撃．クな粘土

／，！が｝　婁シシツピー轡∫に、よ鷲ヂぐ選茎欝さ叡』ぐきーた雌．藤少の叢蕪

みによって蝉し上げられ，河1擢）周遡こ、肇紘なゲぐあら

わ激したも鐙。そこでは欝至しレ・欝曲・陽暑擢縫　 爾スζ／）穫1

出，生存していたときの状態の窯寒で地爽にも蔦ら誌れ

た鰻¢）産状が観察さ療、た。）

　7）　灘雛ラド州艇満タ尋iぜ）圏立公園麟　（高度…三業○○毒

瞭におよぶ1正1講1の水平な1麟1犬態酵ブ馨ック地塊筆1、、馨

さ鴇（）燃に1嚢す螢中生塗織の赤色耀岩層の寒鍵，中生｛七砂．

堆積物の大趨、模な偽麟，第強紀の淡水成華f樫ぞゴ患帯に、躯

られる特異な侵食地形，第騰紀の氷海堆積物，氷河地形

等暗）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（燃料部〉

サウ、ジア嬰ビアにおけ馨測藍難綜ついて

　　　　　　　　　　　磯　　巳　代　次

　昭翠購艇碧襲月繕遷減を出発，4G年慕縁帰醜す肌る置’1旧半の

問紺強の聾擁旅行を畿鷺ね約黙曙1問測〕慧杵三業に従事二Lた．

彗鋳醸鋳総峯葦簸＿曳，、

曜難蟹）箪騰鮮1建醇縫擁凝葵ミ瞬，｝ポ婆ψて醐琵鷺鶏

　場醗　外交，商港で，サウジア響ビア鑓黛の都市，ジ

ニ菰ッタ市から紅海沿いに約鋤k燃北上した所に，アル・

ウエジ町がある。その東方2騒雛の圭磁、轄に撒鉱山ウムガ

ラヤットがある、きわれわれはそこでテントを張やて、報在

する齢鉱1．きい鉱床，襲地i　lで地形灘驚を実施した．

　地麟の税灘　鉱叙素s．に譲馨いて作製し、た驚○勝，灘○万の

／葱麟・藩［総瓢嶺1翼による1瀦造図爵　農万分み茎爵　6フγ分の豆善菰

難ぎ事1は全士をカバーしている9地形鷹1として罵1浅して

いるぎ）は．㎜叡音纂1毎麟燕に岱7y慨ン融糞漆＆争激．R．汽壕．も．c（）．に

て疑刊されている．経ざ剤粥発に薩接役立つ，大梯尺麟の

作製さ叡。恐ことを　‘窯れ！ぐレ・る累駐夢膿である。

　測量寄実1講麟の現溌　資溺、講轍は，　璽名の測叢響門家濤鼠

在職／』ぐいた．が，おも／こ物擬関係の作業を行な・ブぐいた

ので，地形図のようなものはみることが煎かった．

　帰騨の騰警嫌驚U鳳載歌嵐ッシ欝ン轍て夢ケルシ識プ

綜ツ　ー一懸義が整備されたグ）で声難下漉矯に～羨撃霧毛〆てい

　ものと、縢、葺〉すしる、、

　地肇職蜜が測ま　欝を携えて，懇場の漫1量を行なうこと

は葵麟餐識撮獄ぜブぐレ・る、ようであった．、

　墨燦野養測量臨ついて　1講査ヌl／鶴とL、ては，　難，ノノ分の1写

麟騨図のみであ必か1払調査用蜘耀1の作製は急務
で1警　た。

　予離！したとおり，基準、熱のない蕪纏鰻蚤遊搾1辺測葉籔であザ

ため，太陽単1茎度法による経華・妻痩測定，太陽紅．勲礁真方

位幾測定によって，灘地位置を一峯え，簿鉱1濠ごとに，基

華銀3（｝Q燃前後を与え，　角測嚢を実施し，細葦、iきの地形澱

　£を行なッた。海水準i繕編は爵ポー辞ン灘縄謝弓こC勲’ノ

て，各鉱床に1，秀聯した。

　製図　図の注記文字紅は，レタyングを用い能率的／鳳

灘蜜鐵を皐冬えることめ距ぴき〆ご癖

　1三1ヌ韓において，われわ才慕こはあま曽好ま滋、ないもので

あったが，凱の利用面にっい門ぐは，今後闘発が望蜜れる

ことを耀集慕た、

　就業時闇　暮時から蓋4時家であるが，こグ）閥にお祈鯵

が1回あ髪』大体童難響零○分・から淑＞ぴ閥を鄭する。菰の時

に小体、慮するのみである。纏金曜酵二1はイ，スラム教の休1、i

であ甑　タリー逮は，近くの教会にll襲して餓掛ける，、

われわれ蜘麟嫌（ノ）補充などにアノい凱・が町び兜市場へ

と鷹掛ける一・方，魚釣鯵などを艦　・て休養，こ努めた。

　欝象　夏　冬期は，／遷本揖醐欝期であるが，夏の1：1中

は船℃以上，冬ほ1三麟ニミ鶉℃位で翻），いずれも昼夜ぜ）難

1獄差は慧（1℃である鼎潰撲1群簗暴　1変は深い関係があるか

　／乍髪鞍紅嘱町ブぐ，ザ蒲分謬鰺！磁しなくてはならない、、

≦慧一 一（∈溝5）



耀義監瓢多澗趨三遡ず，弩　藩業　（舞婁1蔭簸き　窮u馨・）

　養趨、聾曇　織趨慕磁1ま妻麟鶏き一欝（）漁ぎ、）i薫』で，　蔓．1圭舞欝際fに馨蓬オ

才もてレ・る、，継彰木1歌夢ミに1服鷲〉て、蒙、，導窪レてレ・る婚㍉螺鍛燦はま

ぜ，た1、くみあ誕）なかッた．。瀕謡こよっ駕真纏ばれ擬蕎少は費沢

部鰭残留され，一櫛砂源であ欝舞鋤車グ）通行／こは，ほと

ん、ビ灘，1がない．壮鰐夢至の地形であるが，藻ぎれ疫融の

状熊では慧年期を、轡、わせる鍵、彩観であった。叢ライドは

1）

慧）

奪）

紛

愚）

誇、鞍査鍵レ＼璽熟徐鷺層1ヤ・た1ピーノ受～艦餐

季幾、上かち¢）謂聯憩礁

鞍気オくま臨緬．難・響懸戴ノ薮

・謬i掃嚢貫雛影

！貌1鍵江　評暴　　　　　　　　　　　　　　“建磯議郵）

エクアドノレ瓢お1プるアン醗高ス山脈

1番　轟　　灘塗　夢ぐ

　蝦、は鶏6窪詳の｛3灘憩“）蓋桑輯粥，諜〃アドルi蜀立溝也警窺1暴講

　穆1にオ3㌔・て遺又舞績鶏ソンの藏導量　）いたぴ

　瓢クプドノレ驚好懲饗冨三避憂囎膏さオ牌した教勲箏1は碧機黄さオるノ、舳匙，ズン》

摯の蓉i寡滋罐蘇調叢灘1塁ずぴ）聴碧浅に1蠣博隅ることと伊ま磁鷹蓄勢叢身羅羅

1灘罰、）1茂鐘を鱗”轍博蝋ること剃ぴ差妬った⇔レ・き罐書い看三鱒霧の1内望茎

は繊1に対する講　』実験の糞、1導，黍没備に関ずる相談に

議こずることおよ卑び野外の調葱、旗ど多方爾にわた’：、）た。

　アンヂ閥11脈の地質調査はかねがオ、誌私が望んでいた煮
、とてき澄）・た痔鳶り1勇溜）離貯鍵瀞、天磨業ぴ）欝賢纒なども凌γ1津㌍ぐ1獄！灘

年の1鍔から開始1ノた鶏磐ンヂスは広大であ！），量照の

率黄鐵争調三査を行なっの1晃、約窪｝1三1を蟹するグ）で，遜轡難鋒1鷺し、

ていたレ1捻郭櫓移囎1“欝慣、都の3つグ）ルー一トを叢二罫できずユ

クアドノレ湾ヒ嘉獣こおけ慈）アン望ゴ業i．ii穆乗を馨沓鍍勢るにとど康

〆
．

，た。

　瓢クア1ぐ、ノレに建慧1ナるアンラ・ご．ス賛1覇難款1鶏の中：夢婆審llを悸菊む翫

に　霧毒すりる／縣鷺（）（滋撚’補及ザびものuで婁憐芝覇“1、il嫌，瓢　郵i嚢

脈およびその中1覇の盆地オ謡垂｝）な』！）たン、てい灘。申購擁，滋地

1敦1蘇／友3，lx）儀難轡葺熱で凄1），　その麟津思の登1嘉l／は噛，｛x翼）～・

3，（xx）無迄の！票i蓼軍1を・蓉し．繋　甥　鉦嚢ドとはいえ、ラll縮1、1轡戴　は

さまれ、た．中彗叢縁都癒韓ざ1艀1鳳びぐ護の蒙麟簸を1くし、う蓑藪のな1磁嬢：

に、慧塞オL声擁嚢プくなヤ丁霧慧をあヌ1・．異藪もち事　轡界ジ）ユー一・トピア

といわれている、アンヂスぎ刺羅至醗．地の縫窯そびえ立つい

くつめ補ノ）火1暴．縛ま淳経桑友慕鐸（）（X擁驚暮或まゴ蒙7y聾瓢，げ凱鞍1諭）浄も，繋盤

“1輩駅／ことつて／汰凌）こ薄糟曳．（7）轡l！欝哩晋　）る。

　L、かし、ながら濁．クア　ドノレのフγン…ヂ業はものす昨ごいジヤ

ング．ノレ続凶、くされ、てマ・る導そして掌ゾゲカ醤叉＿嚢業ぞぴ）1・慰鱈寧t

鑓喋こて虹〆ヂ多縦¶鰻力附学な謝〉愛Lてレ・るのて㌧鎌1掛の1搭難／τ蔦墨

逢費として進まず1也質：轍襲の逸翻舞窪牛溝紫のような運愛擬さで

あるむ

　講孝アド．絹麹）鯉1麟縫はいまかり§磯聴ど駐ス前には

篶められぐレ・る。，先鞭を・っ1ナた融韓1熱馬・ドずッの地、総螺1

諸’墨。》欝、～ギ｛）蓬ギ噌で，　漢蔑群蟹）糞壕こオタた豪／磁1彗麟濁．蹴の舞覚渠ガ玉

疑講7蘇三に黛雛撲さ浄ドしている⇔そので幾欝1馨、くiぐイッの鰻翻毅’纏喪

脅蓋熟簸簸．縦によづFG鱒9年に脚万1分の1のやや事，戦－・

いま惣舞鑓1力発．i：犠笈さ愛Lている1戴力嵩は唱まノどン罫る／くき毫）グ）ガ玉な

い。

　欝部1、、婦派は先カムブリア紀の変成考類からなりたち，

獲1部き圭．．1脈はジ慧ラ融爵塾糸慕！の地／、訪藩なりたち，　1ニト峯醐盆

灘碁敦藁嚢期糸驚のソく縫il粥ラ渉罐脊薄蒼擢、蕎鯵，ゾく1！．iなどカ、らなる置癒

溝帯と講えられている。

　私の調査結集では，東細．、輪脈は時代饗詳の峯熱耀、類か

　なく）てレ・る力薫，ン．談舞霞／度／ま一一壕貨に嚢恭く，贈褻普貯で著薦藷留堕夢ヂ毒

1搾ず二1慕タ謎》計キ薯，費鐸膏碁で・嚢糞撰褻眉㌦幾雛導翠貰鰐馨嚢鑓擁誓凄憩斜』緊垂で鳩ラ

窮．縫）変化はやや急激であ！），その申幹雛こ花醐岩の滋入が

肇丁欺わ1れているζと“難部には初」鑓馨！薄i盤三孝善霧勇と瀞蓉瀦日）

れる枕状熔碧の存往すること隷どが明ら脳こされた．

　一方賎1鞍舞ll轡義はアノレフ章「ス曇熱．1運選藝力の1響藤議と莞繕え．）オい

灘方に膨大毒藪の枕状熔隆、捲も㌶らし，これをベースと

Lてそ1の馨褻｛鋤に／激騰至馨簸轟欝天滞犠1・毫魁馨．け窒．妻力導華く懸1疑．

各所に閃緑岩・蛇紋尉・紛岩職どが避入してお勢，輝緑

1疑主擬蒙顕響1紅金1ノ縄戯謡末をも霞二らしてレ・るこ二となどを勲1る

鑑、と爵三甲ぴき叢二。

　1選纈“．1縄難のさらに甦1｛蝿1こ雛誇蕪るアン・デ隔、ス轟爺瓢の唄菰饗墾は

　　二．系からなiりたってい《〉が，慌こに介在している礫岩

麟の礫種趣検討する1二と／．レ　で，アンデス中問盆地の

形成期紅ついて兇通しをう鳥ことができた。す隷わち、

墾　 ，嚢幾の轟艶暮。鞍憲　 鷺翼蓋．磁廉を／韓鴛，気探｝略る繋矯1幾露ぴ）寮樂で占冨）

られ、で建5夢ヌ　〈．》鷲欝）£嫌饗の毒懲薦此おで爵菱／菰、讐のll樂は1「1彗褒し〆

黙薄慧、1戴蝋を奪勧或づ『る騰至泰議轟鐙饗弩皆の磯悉壕趨越づ剛るように触

るのそこで釜淑鍵期／こは1桝絹盆地／lよ畿だ形成されてお

らず，ぐ購即繍臨鰍乙おいてll鏑脈の嘱1縄がわれはじ塾

六ごもぴ）｝ぐあろうと礎）／手難浪琴漆～ぐきる、よ《）轄な一。．〉ゾ歌ミ、

　蒙静1絹客畿養慰め窟籔職三ぐ汽｝｛鉱うに騨蝿3（｝k翼興・こ圭嚢胃ず貰君菰／諏な津3ン餌

なり　）嚢，糞婁鱒をま藤凝　 もたてきあい・うオ靴そグ）葬寺簿繋　1・題サ →懲

1覇！纏塚よヲ総魚澤汐£で慶）ぞ海

　アンヂ’ス1、1．蝦飛の輩蝕ノr墨鍵広増幾激灘i絹臼．i、．撰難の響準覇1．1．i藻鐘に藩斡

乱評ズオ難り，　鵡鎗糠／甲ぴ髪諏L縫給藪臓翻鶏1 1の喪鶴鋭、1末，　擁幾羅て眞ま

M藪隙運崩嵐鉱1．舞の鉛亜鉛鉱床婁南部では鞠鍬八7祠ζ）鉱山の

金銀鉱床が知裾れている．菰れらはいず淑も海抜｛灘O覆

繭後の位1にあるので，この地帯が将来ジ）鍛碑1床探蕪の一歎

、点になるであろう．

　凱クアドルグ）アンヂスil！脈の今篠の開発について ，ン慮

すべきことは急避1に，地撚緊壕蓄参の育成をす養こと。線継1の

，眺璽　爾査か軽瀬．ごしズ拡がる糊露こ額鞭を1か粛』ぐゆくこ

と。鷺，3の既知鉱床1　㌔・て再検討を費なう二とであ

i），そのためには，轍こ1指分の闘，騨本か軽の技㈱痘力

体1罰を強化して，　綜ングプラン膿貿磯立「1嚇る必蓄要が密る、鉦

うに、轡、われる．、紗アドルのアンヂスは携蕪謹ど嚇幽輩

み・ちていると寧して議愚議（彗よない曇

馨2一一（綴懇）




